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特別調査委員会の設置及び2020年9月期第1四半期決算発表の延期に関するお知らせ 

 

このたび、当社は、当社のエネルギーコスト削減事業に関する売上計上時期の適切性（以下「本件会計処
理」といいます。）につき外部からの指摘を受け、社内調査を進めた結果、一部につき不適切な会計処理が行わ
れていた疑念があることを認識いたしました。 

かかる事態を受け、当社は、外部の専門家を委員⻑とする特別調査委員会の設置及び2020年9月期第1四半期
決算発表の延期について決定いたしましたので、お知らせいたします。 

株主・投資家の皆様をはじめ関係者の皆様に多大なるご心配をおかけしますことを、深くお詫び申しあげま
す。 

 

記 

 

１．特別調査委員会の設置について 

当社は、本件会計処理の妥当性につき外部からの指摘を受け、事実経緯の確認のために専門家を交えた社内
調査、検討を進めた結果、ＡＳＰ事業セグメントのシステム機器事業の一部の取引についての2018年9月期の売
上高75,000千円の売上計上時期の適切性に疑念があることを認識いたしました。 

※ 当該取引は、当社の主要顧客である外食産業と補完関係にあるホテル施設等に対し、重油型ボイラー設備
を蓄熱式電気ボイラー設備に入れ替えることによりエネルギーコストを削減するサービスを提供する新規
事業に係る取引であり、現在のエネルギーコスト削減事業に係る取引にあたります。 

 

上記の疑念を認識したこと及び外部からのその他の指摘事項も踏まえ、これらの事実経緯の調査及び会計処
理の適切性の検証には相応の時間を要する事態となったことを受け、当社は、過年度の決算に関しても検討す
べき事態が生じたものと判断し、また、より詳細かつ正確に事実経緯を把握し、本件会計処理の妥当性等に関
する深度ある調査、検証を実施するためには、独立性・中立性・専門性の高い調査委員会を設置する必要があ
ると判断したため、当社とは利害関係を有しない外部の専門家を委員⻑とし、外部の専門家及び当社独立社外
監査役で構成される特別調査委員会を設置することを決定いたしました。 

 

（１） 特別調査委員会の構成 

委員⻑ 奥津泰彦（公認会計士・奥津泰彦公認会計士事務所） 

委 員 塩野治夫（公認会計士・塩野治夫公認会計士事務所） 

委 員 後藤 登（当社独立社外監査役・公認会計士・弁護士） 



 

（２）調査の目的 

・本件会計処理に関する事実関係の調査 

・本件会計処理以外の外部からの指摘事項に関する事実関係の調査 

・上記につき不適切な会計処理が判明した場合における当社財務諸表への影響額の確定 

・不適切な会計処理が判明した場合には、その原因の究明と再発防止策の提言 

・上記のほか、特別調査委員会が必要と認める事項 

 

２．決算発表の延期について 

上記のとおり、特別調査委員会を設置して実態の解明を進めることとし、当社としても調査に全面的に協力
して参りますが、事実関係の調査及び決算数値の確定作業には一定の時間を有することから、2020年9月期第1

四半期の決算発表を延期することといたしました。2020年9月期第1四半期の決算発表の具体的な開示時期につ
いては、現時点で未定であり、確定し次第お知らせいたします。 

 

３．今後の対応について 

当社は、特別調査委員会による調査に全面的に協力し、早急に調査を進めてまいります。調査等の結果につ
きましては、調査報告書を受領次第、速やかにお知らせします。 

上記のとおり、特別調査委員会を設置して実態の解明を進めることとし、当社としても調査に全面的に協力
して参りますが、事実関係の調査及び決算数値の確定作業には一定の時間を有することから、2020年9月期第1
四半期の決算発表を延期することといたしました。また、2020年9月期第1四半期報告書の提出期限（2020年2
月14日）までに調査を完了することは困難であることから、同四半期報告書の提出については、提出期限の延
⻑申請書の提出を含め、今後検討してまいります。2020年9月期第1四半期の決算発表の具体的な開示時期につ
きましては、同四半期報告書の提出時期と合わせ、確定次第お知らせいたします。 


